
○家屋を取り壊した場合
　「家屋滅失届」を提出してください。現地確認を行った後、家屋の滅失処理することにより、次年度から課
税されなくなります。
○家屋の名義を変更した場合
　「家屋名義変更届」を提出してください。なお、登記されている家屋については、所有権移転登記をするこ
とにより、家屋名義変更届の提出が不要となります。
○留意事項
・固定資産税は、毎年１月１日現在の状況に基づいて課税されますので、１月１日以降に取り壊した家屋に
ついては、その１年間は課税されることになります。反対に、１月１日以降に新築された場合には、その
１年間は課税されません。

・住宅を取り壊した場合は、住宅用地の特例が適用されなくなるため、土地に係る固定資産税が上がる場
合があります。

・各種手続き等について、不明な点がありましたら、会計課財政グループ税務担当までお問い合わせくだ
さい。
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【問い合わせ先】会計課 財政グループ税務担当 電話５－１１１３　告知端末機　５－８８１３

●趣味
ウォーキング、ドライブをしながら自然を楽しむ
こと。
おいしいコーヒー豆屋さんを探すこと。

●特技
１日30㎞程度なら、毎日歩き続けられる（かな）。

●性格
改めてWebでO型の性格を調べてみると
・おおざっぱで豪快、・家族を大切にする、・自
分の好きな事は周りを気にせず熱中する、・子ど
ものようだがそこには優しさがある、・細かいこ
とは気にしない、・自分の気になることには結構
細かい、・おおらかでおだやか
と書いてありました。
かなりの部分が当てはまっているようです。

●どのような活動をしていきたいか
観光というと地域外のひとが対象と思われがち
ですが、地元のひとがいいなと思い自慢できる
ものでないと他のひとにもいいなと思ってもらえ
ないと思います。ですから、まちのひとがいい
なと思えるもの、元気に安心して生き生きと生活
できるものを核にして多くのひとにいいねと思わ
れるものを創っていきたいと考えています。

●まちのみなさんへ一言
幌延探索で人気のないところを歩き回っているこ
とが多々あると思いますが不審者ではないので
迷惑なときはひとこと言ってください。
バイパスなどでのんびり走っている黒い車は私で
す。追い越したいときは合図してください、道譲
りますので。
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　高齢者、障がい者、ひとり親世帯等の皆さんへの冬の生活支援として、次のとおり暖房用燃料の購入に対して、
助成を行います。
☆対象となる方は
　平成27年11月１日現在（基準日）、町内に住所を有し、平成27年度の町民税非課税世帯のうち次のいずれか
に該当する世帯（生活保護世帯や施設入所者、基準日に在町していない方等は、除きます。）です。

① 高齢者世帯
ア　年齢満65歳以上の単身世帯
イ　夫婦の両方あるいはどちらか一方が満６５歳以上の世帯または年齢満65歳以上の方で同居の扶養親族
がいる世帯

② 障がい者世帯
ア　療育手帳区分Ａ判定の方が世帯主または世帯構成員となっている世帯
イ　身体障害者手帳１級及び２級の方が世帯主または世帯構成員となっている世帯
ウ　精神保健福祉手帳１級、２級及び３級の方が世帯主または世帯構成員となっている世帯

③ ひとり親世帯
ア　20歳未満の子どもと父または母のいずれか一方によって構成されている世帯

☆助成額
　１世帯　１０，０００円を助成します。
☆申請方法
　対象となる方は、広報誌折込の申請書に必要事項を記入し、役場町民課または問寒別出張所に提出してくださ
い。認定調査をした後に、対象となる世帯へ、認定通知書を交付します。
☆助成方法
　助成金は口座に振込みますので、公金等（税金、保険、水道等）の取引がある口座番号を記載してください。
確認のため、役場の各担当に口座番号等の確認をすることを承諾していただきます。
☆暖房用燃料とは
　暖房用燃料とは、灯油、電気、石炭、ガス、薪（木材燃料等）が対象となります。
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提出方法　　広報誌折込の申請書に記入のうえ、役場町民課または問寒別出張所へ提出願います。
　　　　　　（郵送可）申請書は、保健福祉グループ窓口にも用意しています。
申請期間　　平成27年11月１日から翌年２月末日まで

11月中の申請は翌月中旬の振込みとなり、以後、同様の取り扱いとしますので、なるべく
早く申請書を提出してください。

※詳しくは、役場町民課保健福祉グループまでお問い合わせ下さい。　電話５-１１１５ 告知端末機５-８８１５

　幌延町在住の18名の一般の方が参加し、道外で
のエネルギー関連施設見学会を行いました。
　２泊３日の見学会は、幌延深地層研究センター、
東海研究開発センター（茨城県東海村）、大洗研究
開発センター（茨城県大洗町）の３つの施設を見学
しました。
　幌延町での深地層の研究や東海村並びに大洗町で
行われている研究開発についての説明を受け、エネ
ルギーに関する知識の向上が図られました。
　施設の見学では、厳重なセキュリティーチェックを
受けたあとに、高温ガス炉やクオリティーとエントリ
ーに分かれる研究施設などを見学することができ、
非常に貴重な体験をすることができました。

10月1０日（土）～10月1２日（月）10月１０日（土）～10月1２日（月）
【広報・調査等交付金事業】
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